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【研究の背景とねらい】 
・静岡県を含む四国・東海域の太平洋沖合の海水温は、過去 100 年間に約 1.4 ℃上昇して

おり、本県で漁獲される水産物に対して様々な影響を及ぼしています。 
・本県の過去 10 年間の漁獲量はしらすで 25％、さば類は 20％に減少するなど、沿岸・沖

合漁業を支えてきた主要な資源の減少が著しく、漁業者や水産加工業者の経営は厳しい

状況にあります。一方、これまで本県沿岸であまり見られなかった南の温暖海域に生息

する魚種（以下、南方系魚種）の漁獲量が増加していますが、これらの魚種の中には食

べ方や利用方法が知られていないなどの理由で、市場価値が低いものがいます。 
・本研究では、近年漁獲が増加しているものの、市場価値が低い南方系魚種を市場調査や

データ整理により探索します。また、生態等が不明で市場価値が低い南方系魚種３種（カ

タボシイワシ、タイワンアイノコイワシ、テンジクタチ）について、漁獲実態や生物特

性を把握するとともに、味や栄養成分の評価を行うことで、新たな利活用方法を開発し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
【期待される効果】 

南方系魚種の市場価格が上昇し、漁業者所得の向上が期待できます。また、利活用方法

が確立されることにより、加工原料等の不足の解消に寄与することが期待されます。 
【年次計画】 

細目課題 
2025 

年度 

2026 

年度 
研究内容 

海の温暖化に伴う未利用・低

利用魚の探索 
○ ○ 

・県内市場の市場伝票、漁獲統計等の

整理 
・市場調査による統計に現れない低利

用種の探索 

未利用・低利用魚の生物特

性、品質特性の把握 
○ ○ 

・漁獲実態、生物特性の把握 
・味・身質成分評価による食品として

の特性把握 
・既存加工品の代替原料としての利用

可能性調査 
・漁業用餌料としての適性評価 

                            （作成 2025 年６月） 

南方系魚種：カタボシイワシ(左）、タイワンアイノコイワシ(中)、 

テンジクタチ(右) 

市場に水揚げされた南方系魚種 


